
　第52期は、雇用・所得環境の改善等により緩やかな持ち直しの動き
がみられるものの、継続する物価上昇に加え、地政学リスクや米国の通
商政策の影響による景気の下振れリスクが懸念されるなど、先行き不
透明な状況が続いております。
　衣料品小売業界におきましては、生活必需品の価格上昇による負担
が衣料品等の消費マインドの拡大を妨げており、依然として厳しい経
営環境のまま推移しました。
　このような環境のもと当社グループは、「おしゃれで健康な生活を提
供し、サポートするファッション・インフラ企業」というミッションを
体現するため、機能性オフィスカジュアル商品やレディース向け商品
の拡充に注力いたしました。こうした既存事業の強化に加えて、当社グ
ループオリジナルの疲労回復ウェア「YOKUNERU」の発売や、健康衣
料を中心とした商品を展開する店舗「DRUG WEAR」をオープンする
など、新たなチャレンジも意欲的に続けてまいりました。
　また、ビジネスウェアの市場認知度の向上や新たな顧客層の開拓な
ど、当社グループ事業の将来に向けた基盤整備を目的として、マルチ
チャネルを活用した統合的なマーケティング施策を実施するとともに、
店舗運営の効率化を目的とした出退店や店舗改装にも着実に取り組み、
収益性の向上や将来に向けた成長戦略の実現を目指し、戦略的な投資
を行ってまいりました。
　これらの結果、当連結会計年度におきましては、売上高352億１千２
百万円（前期比2.6％減）となりました。利益面は、営業損失６億５千７
百万円（前期は営業利益６億２千５百万円）、経常損失２億９千７百万
円（前期は経常利益９億６千４百万円）の結果となりました。また、親会
社株主に帰属する当期純損失は、主に営業店の収益性の低下による減
損損失を３億５千５百万円計上したことにより、10億９千４百万円

（前期は親会社株主に帰属する当期純利益６億７千万円）となりました。

第52期の業績について

　今期の業績見通しといたしましては、雇用・所得環境の改善が期待
される一方で、物価上昇の継続、原材料価格や物流費の上昇、為替変動
の影響等により依然として先行き不透明な状況が予想されます。
　衣料品小売業界では、以前からの潮流であったビジネススタイルの
カジュアル化に加え、生活防衛意識の高まりなどから個人消費は慎重
な姿勢が続くことが予想されます。
　こうしたなか当社グループでは、ビジネスウェアに加え、オフィスカ
ジュアル需要や機能性商品の提案強化を進めるなど、商品構成の見直
し、販売効率の向上、在庫コントロールの適正化、販管費の抑制など収
益基盤の強化に努めるとともに、店舗運営の効率化やECを含む販売
チャネルの整備を進めることで、経営ビジョンである「地域に必要とさ
れる店に」の実現を目指してまいります。
　今期の業績につきましては、売上高353億円（前期比0.2％増）、営業
利益１億５千万円（前期は営業損失６億５千７百万円）、経常利益５億
円（前期は経常損失２億９千７百万円）、親会社株主に帰属する当期純
利益１億円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失10億９千４百万
円）を見込んでおります。

今期の見通しについて
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Consolidated Financial Highlights 連結財務ハイライト
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おしゃれで健康な生活を
提供し、サポートする
ファッション・インフラ企業へ

代表取締役会長兼社長



（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

前連結会計年度
（2025年3月31日現在）

当連結会計年度
（2026年3月31日現在）

現金及び預金 10,551 8,317

商品 8,805 9,471

その他 4,147 3,652

流動資産 23,503 21,441

有形固定資産 12,016 12,120

無形固定資産 923 1,175

投資その他の資産 7,006 6,719

固定資産 19,946 20,015

資産合計 43,449 41,457

流動負債 12,545 12,146

固定負債 6,737 6,635

負債合計 19,283 18,781

株主資本 24,096 22,438

その他の包括利益累計額 69 236

純資産合計 24,165 22,675

負債・純資産合計 43,449 41,457

前連結会計年度
2024年4月  1日から
2025年3月31日まで

当連結会計年度
2025年4月  1日から
2026年3月31日まで

売上高 36,135 35,212

売上原価 14,666 14,628

売上総利益 21,469 20,584

販売費及び一般管理費 20,843 21,242

営業利益 625 △ 657

営業外収益 636 736

営業外費用 297 376

経常利益 964 △ 297

特別利益 257 51

特別損失 372 524

税金等調整前当期純利益 849 △ 769

法人税、住民税及び事業税 135 98

法人税等調整額 43 226

当期純利益 670 △ 1,094

親会社株主に帰属する当期純利益 670 △ 1,094

（ ）

連結貸借対照表� （単位：百万円） 連結損益計算書� （単位：百万円）

（ ）

前連結会計年度
2024年4月  1日から
2025年3月31日まで

当連結会計年度
2025年4月  1日から
2026年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 138 △ 2,120

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,187 △ 1,273

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,949 1,160

現金及び現金同等物の増減額 △ 3,275 △ 2,233

現金及び現金同等物の期首残高 13,826 10,551

現金及び現金同等物の期末残高 10,551 8,317

（ ） （ ）

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

売上総利益の推移� （単位：百万円）

設備投資額と減価償却費の推移� （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements 連結財務諸表

営業活動により使用した資金は21億2千万円（前期は1億3千8百万円の支出）と
なりました。これは主に税金等調整前当期純損失を7億6千9百万円計上したこと、
棚卸資産の増加額が6億6千4百万円あったこと、支払サイト短縮による仕入債務
の減少額が18億4千5百万円あったこと、経費支払手形・未払金の減少額が2億
1百万円あった一方で、減価償却費の計上が7億5千万円あったこと、売上債権の
減少額が4億4千7百万円あったことなどによるものであります。

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により使用した資金は12億7千3百万円（前期は11億8千7百万円の支
出）となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が8億3千3百万円
あったこと、無形固定資産の取得による支出が4億9千7百万円あった一方で、差
入保証金の回収による収入が2億4千1百万円あったことなどによるものであり
ます。

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果得られた資金は11億6千万円（前期は19億4千9百万円の支出）
となりました。これは主に短期借入れによる収入が27億円あったこと、長期借入
れによる収入が23億4千5百万円あった一方で、長期借入金の返済による支出が
33億1千8百万円あったこと、配当金の支払額が3億1千9百万円あったこと、自
己株式の取得による支出が2億4千3百万円あったことなどによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フロー
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Topics トピックス

寝ている間に肌とカラダをサポート
疲労回復ウェア『YOKUNERU』が新登場！

　当社は健康をキーワードとした取り組みとして、当社グループオリジ
ナルの疲労回復ウェア『YOKUNERU』を開発し、2025年11月より
販売開始いたしました。疲れが取れにくい方や、日々のコンディション
を整えたい方、睡眠時間をより充実させたい方に向けた、一般医療機器
区分「家庭用遠赤外線血行促進用衣」（※1）の疲労回復ウェアとなって
います。
　『YOKUNERU』は、従来のリカバリーウェアのコア機能「血行促進」

「疲労回復」「筋肉のコリ緩和」とは別に、独自の「肌保温機能繊維」を
使用しており、“着て眠るたびに回復（※２）する”という新しい夜の過
ごし方を提案しております。今後も、「おしゃれで健康な生活を提供し、
地域の人々を笑顔にするファッション・インフラ企業」というミッショ
ンを体現するため、働く人々の生活サポートに向けた新たなチャレンジを続けてまいります。

（※1）�一般医療機器区分「家庭用遠赤外線血行促進用衣」　医療機器製造販売届出番号 27B3X00247999016
（※2）�疲労回復

01

スポーツチームの活動サポートを通じて地域社会に貢献

　当社はESGの取り組みの一環として、スポーツ振興を通じた地域社会
の活性化に取り組んでおり、このたびジャパンラグビーリーグワン（※）
に所属するクボタスピアーズ船橋・東京ベイと、シーズンサプライヤー
パートナー及びマッチデーパートナー契約を締結いたしました。チーム
への支援では、全選手とスタッフが移動時や活動等に使用するウェアを
提供したほか、「はるやま『創業70周年』ANNIVERSARYマッチ」を開
催いたしました。
　また、ファジアーノ岡山のオフィシャルスーツサプライヤーとして、
2007年より継続して公式スーツを提供するなど、岡山の地域社会活性
化にも取り組んでまいりました。
　今後も、スポーツや文化、社会活動への支援を通じて、持続可能な地
域社会の実現への参画を積極的に努めてまいります。

（※）�日本のラグビーユニオンにおける社会人チームの最高位競技会

03

ウェルネスウェア専門店 『DRUG WEAR』
阪急三番街に常設店をオープン！

　当社は健康と回復を日常の一部に取り入れる新感覚ウェアブランド
『DRUG WEAR(ドラッグウェア)』を、梅田（大阪府）の阪急三番街に
てオープンいたしました。“着るセルフケア”という新たな選択肢の提案と、
高機能ビジネスウェアの開発を通して培った知見を活かした商品を提供
するため、関西の主要拠点に常設店舗として出店いたしました。
　『DRUG WEAR』は、“薬でもなく、運動でもなく、「着る」ことで不
調を整える”をコンセプトとしたウェルネスウェア専門店です。当社グ
ループオリジナルの疲労回復ウェア『YOKUNERU』を中心に、睡眠促
進・疲労回復・肌保湿機能を備えたアイテムを展開しています。通勤導
線上に出店した“着るセルフケア拠点”を通じ、働く人々に向けた「生活
の質の向上」と「ヘルスケア市場のさらなる創造」の実現を行ってまい
ります。

02

第52期 年次報告書 2025年4月1日から2026年3月31日まで



会社の概要 （2026年3月31日現在）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月中
配当金受領株主
確 定 日

期末配当　毎年3月31日
中間配当　実施する場合は、毎年9月30日

株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社  大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所（スタンダード市場）
単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告とします。
公告掲載アドレス https://www.haruyama.co.jp/
但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

（ご注意）
１．�株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座

管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせ
ください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関にお
‌問い合わせください。

３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。

商 号 株式会社はるやまホールディングス

設 立 1974年11月6日

資 本 金 39億9,136万8,000円

本 店 岡山市北区青江一丁目17番21号

主 な 事 業 内 容 グループ戦略立案及び各事業会社の統括管理及び
不動産賃貸借

役 員
（2026年6月26日現在）

代表取締役会長兼社長 治 　 山 　 正 　 史

取 締 役 宇 野 　 薫

取 締 役 中 　 川 　 雅 　 文

取 締 役 丸 　 屋 　 祐 太 朗

常 勤 監 査 役 澤 　 味 　 聡 　 嗣

監 査 役 光 　 岡 　 敬 　 一

監 査 役 櫻 　 田 　 憲 　 司

主 な 子 会 社
（ ※ は 非 連 結 ）

はるやま商事株式会社
株式会社ミック
株式会社モリワン
株式会社マンチェス
田原コンサート株式会社　※

従 業 員 数 連結　1,089名　　　単体　12名

● 所有株数に応じて20％割引券進呈！
100株〜 999株 2枚

1,000株〜 2,999株 6枚
3,000株〜 10枚

100株以上ご所有の方へ

20%割引券

株主優待制度

＋継続保有期間1年以上で

対象の商品一点贈呈

※毎年3月31日時点の株主さまへ6月に発送いたします。

Corporate Data / Stock Information 会社情報 / 株式情報

発行可能株式総数 55,000,000株
発行済株式の総数 16,485,078株（うち自己株式　805,025株）

（注）当事業年度中に市場買付により自己株式330,500株を取得しました。

株 主 数 40,965名

（注）	1. �当社は、自己株式を805,025株保有しておりますが、上記の大株主（上位10名）からは除外して
おります。

	 2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

大株主 （上位10名）

株　　　　主　　　　名 持　株　数（株） 持株比率（%）

株 式 会 社 は る か 3,336,300 21.27

治 山 邦 雄 1,383,322 8.82

有 限 会 社 岩 渕 コ ー ポ レ ー シ ョ ン 1,324,500 8.44

治 山 公 子 720,082 4.59

株 式 会 社 四 国 銀 行 713,740 4.55

治 　 山 　 美 智 子 406,792 2.59

は る や ま 社 員 持 株 会 389,337 2.48

岩 渕 典 子 349,900 2.23

治 山 高 広 331,000 2.11

治 山 純 子 318,700 2.03

株式情報

株主メモ

出店 退店

はるやま商事株式会社 14 21

はるやま 4 4

P.S.FA 6 12

フォーエル 2 3

トランスコンチネンツ 1 1

その他 1 1

株式会社モリワン 0 0

計 14 21

当期（第52期）の出退店�  （単位：店舗）

第51期

370

第50期

374

第52期

363

期末店舗数�  （単位：店舗）

　2026年3月末日現 在 の 株 主さまに、2026年6月8日付で 
期末配当関係書類と株主優待券を発送しております。
　お手元に届きましたら、ご確認くださいますようお願い申しあ
げます。
※株主優待券は100株以上ご所有の株主さまを対象とさせていただいております

お知らせ

●��贈呈券の対象商品は当社HP内「株主優待制度」
からご確認ください。

　�https://www.haruyama.co.jp/ir/�
stc_reception.php

（2026年3月31日現在）

見 本
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